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インターロイキン（IL）-19はIL-10ファミリーのサイトカイ
ンであり、主に抗炎症性サイトカインとして機能します。IL-
19はマクロファージなどの免疫系細胞だけでなく上⽪細胞や
ケラチノサイトなどの⾮免疫系細胞からも分泌され、その多
様な機能がさまざまな疾患の進⾏に関与しています。本特別
セミナーでは、IL-19が肝線維化のメカニズムに果たす役割を
中⼼に報告し、他の疾患との関わりも踏まえて、IL-19の本質
を探求します。

連絡先︓ 佐藤晃（5905）、⼤浜（5906）、⽻原（5909）


